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日本の地方都市では，市街地の拡大と，少子高齢化と人口流出による人口減少が続き，都市の低密度

化が進行している．そこで，持続可能な都市構造を目指し立地適正化計画（以下，立適）が制度化され

た．立適では，都市に必要な機能を有する都市機能増進施設（以下，施設）を定義し，その施設を誘導

する都市機能誘導区域（以下，拠点）と居住を誘導する居住誘導区域（以下，後背圏）を設定している．

以上より，誘導による集約を行うためには，拠点内の施設に関する立地の実態と拠点・後背圏の人口や

人口増減の関係性を示すことは重要である．また，住民は一度に用事や買い物を済ませたいという便利

さを求めており，便利なまちには愛着が発生することが知られ，人口維持へと繋がると考えられる．し

たがって，「ついで利用」が可能なまちづくりは重要である． 

本研究は，施設の立地・分布と居住や生活との関係性の把握を通じて，拠点内の施設に関する誘導計

画の策定への寄与を目的に分析する．居住については，拠点・後背圏の人口や人口増減に着目する．拠

点内の施設数と施設の散らばりの両方を考慮した施設の分布特性を求め説明変数とし，人口や人口増減

を目的変数とした重回帰分析を行うことで，人口を維持する施設種や分布特性について考察する．生活

については，住民が想定する移動として，特に一度の外出の主となる目的以外である「ついで利用」に

ついて分析する．アンケート調査から，定期的に利用する施設を抽出し，主目的に対しついで利用が想

定される組み合わせに着目する．個人属性に加え，施設の立地や他の施設との関係，各種施設への代表

交通手段を説明変数，ついで利用の発生を目的変数として，ロジスティック回帰分析を行い，ついで利

用を促進させる要素を把握する． 

分析の結果，特にこども園等や病院，図書館の施設数が多く，散らばりを持つと同時に，これらの施

設が複数箇所で密集しているような分布が人口規模に有意である可能性が示された．また，立適の認知

や施設が拠点内に立地していることがついで利用を促進している可能性が示された．さらに，通勤・通

学に伴うついで利用や，スーパーがついで利用先として選ばれる傾向があることも示された．以上よ

り，施設の配置計画の策定や複合施設の整備の際の参考情報になると考えられる． 
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